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１ 統括的報告 

 

（１）事業実施状況 

昨年度に引き続き、札幌コンベンションセンター条例における設置目的を理解しその

実現に向けた取り組みを行った。 

・国際会議の誘致を積極的に実施し、2026年以降の会議誘致に成功した。 

・札幌国際プラザとの連携を図り、ビッドペーパー作成に協力した。 

・国内 MICE施設としては初めて LEED認証 O+M GOLDを取得した。 

・感染症予防対策において国際的な衛生基準を満たした施設として、『GBAC(ジーバッ

ク) STAR Facility Accreditation (GBAC STAR™認証) 』を継続して取得した。 

・ホームページについてウェブアクセシビリティ「JIS X 8341-3：2016」に準拠しつ

つ、全面リニューアルを行った。 

・設備維持管理においては、前年度同様通常清掃に加え、センター美化活動を行い、施

設全般の清潔さを維持・向上した。 

 

（２）平等利用確保の取組状況   

法令を遵守し、公正・公平な運営に努め、施設の平等利用の徹底をした。また、ホーム

ページにおいては、主催団体より公開許可を得られた催事情報を公開した。 

 

（３）省エネルギーに係る業務報告及び環境配慮の取組状況報告 

＜省エネルギーに係る業務報告＞ 

ア ガス使用量について 

・年間ガス使用量は、前年比 113％となった。 

・夏季間（7月～9月）は、各種省エネ対策による冷房負荷の低減と、設備機器稼働

時間の調整により削減に努めた。 

・冬季間（12月～3月）は、省エネ対策を実施、暖房負荷の低減とロードヒーティン

グの運転時間の調整等により削減に努めた。 

イ 電気使用量について 

・電気使用量は、前年比 108％となった。 

・こまめな調光による照度調整により電気使用量の縮減に努めた。 

ウ 水道使用量について 

  ・年間水道使用量は、前年比 126％となった。 

・年間を通して水量調整弁による水量調整、漏水点検等により削減に努めた。 

エ 電力導入について 

 

＜環境配慮の取組状況報告＞ 

以下の取り組みを昨年度に引き続き実践した。 

ア. 使用エネルギー量の削減 
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・こまめな消灯や電源 OFF、室温調整等 

・設備機器の点検整備 等 

イ. ごみ排出量の削減等 

・コピー用紙裏面の再利用 

・保管資料の電子化 

・利用申込書のデータ送付 

・ゴミの分別の徹底 等  

ウ. 大気・土壌汚染防止、二酸化炭素排出量の削減 

・公共交通機関の積極的利用 

・取引業者車輌へアイドリングストップの要請 

・環境配慮型資機材の採用 等 

  エ．エコキャップ運動 

・ごみ排出量の削減と社会貢献のため、館内にペットボトルキャップ回収ボック

スを設置した。 

  オ．再生可能エネルギー 

 ・実質再生可能エネルギー100％の電力を導入し、二酸化炭素排出量の削減に努めた。 
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２ 統括管理業務の実施内容   

 

（１）管理運営組織に係る状況報告 

ア．統括責任者の配置、組織整備の状況 

組織整備において、統括管理運営を代表団体㈱コンベンションリンケージ、施設管理

を構成団体㈱東洋実業と業務分担をして組織し、管理運営を行った。第一期目の指定

管理者受託時より継続して、代表団体である㈱コンベンションリンケージより統括管

理責任者を 1名配置し、管理運営に精通した体制を取ることができた。 

 

イ．従事者の配置状況 

前年度同様、以下の部門に各従事者を配置した。 

・統括部門・催事部門・管理部門 

 

ウ．人材育成・研修状況 

    <職員に対する研修実施結果> 

1） 4 月 設備業務研修 

2） 5 月 設備業務研修 

3） 6 月 設備業務研修 

4） 7 月 警備員教育（法定）、清掃業務研修（法定）、設備業務研修 

5） 8 月 設備業務研修、省エネ研修（館内主要設備機器類について） 

空調システム特性を理解する省エネ講習 

6） 9 月 自衛消防訓練、設備業務研修 

7） 10 月 設備業務研修 

8） 11 月 清掃業務研修（法定）、設備業務研修 

9） 12 月 設備業務研修 

10）1 月 設備業務研修 

11）2 月 警備員教育（法定）、設備業務研修、英語接客研修、 

施設顧客満足向上研修、Web アクセシビリティ JIS X 8341- 3:2016 研修 

12）3 月 設備業務研修、非常用設備取扱研修、避難訓練 

13）4 月～3 月 人材育成・マネージメントの管理者育成研修（年間 10 回） 

14）4 月～3 月 ＭＩＣＥ誘致・営業研修(年間 50 回) 

 

エ．労働関係法令の遵守、雇用環境の維持向上 

・ 関係法令を遵守し、必要な届出は監督官庁に行なった。また雇用環境の維持・

向上に努めた。 

 

 

 

 



5 

 

（２）管理水準の維持向上に向けた取組 

＜情報共有、業務の見直し等の組織的な取組＞ 

・共同事業体の定例会議のほか、実務者全体会議、グループ会議等を最低月 1 回定期的に

行い情報共有および改善事項・依頼事項等の意見交換を通して、業務の向上に努めた。 

 また組織横断的な各種委員会により業務改善ならびに情報共有の一層の強化をはかった。 

 

（３）第三者に対する委託の状況   

・以下の業務について委託を行い、業務遂行した。 

 

＜第三者に対する業務委託一覧表＞ 

業務内容 再委託先 

レストラン運営業務 ㈱グランビスタホテル＆リゾート 

舞台技術業務・音響映像保守点検 ㈱シーエーブイ 

舞台装置保守点検 三精テクノロジーズ㈱ 

舞台照明保守点検 丸茂電機㈱ 

電動椅子保守点検 KSS㈱ 

ＬＡＮ設備保守点検 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱ 

会議室表示システム・ＰＨＳ設備保守点検 エクシオテック㈱ 

簡易専用水道検査 日本衛生㈱ 

水質検査（飲料水・給湯 一部） 日本衛生㈱ 

受水槽・貯湯槽・雑用水槽他清掃 日本衛生㈱ 

排水管・雑排水槽・汚水槽・グリストラップ清
掃 

日本衛生㈱ 

パントリー除菌衛生業務 日本衛生㈱ 

水処理装置保守点検 ㈱エスケイオーシステムサービス 

滅菌装置保守点検 東西化学産業㈱ 

地下タンク漏洩検査、水質検査（一部） ㈱環境リサーチ 

防虫防そ業務 ㈱北海道シー・アイ・シー 

ＧＨＰ保守点検 北海道ガス㈱ 

ＥＨＰ保守点検 三菱電機ビルソリューションズ㈱ 

吸収式冷温水発生機保守点検 パナソニック産機システムズ㈱ 

空調自動制御設備保守点検 ジョンソンコントロールズ㈱ 

中央監視装置保守点検 東芝インフラシステムズ㈱ 

温水ヒーター保守点検 ㈱オーク 

自動ドア保守点検 フルテック㈱ 

エレベーター保守点検（センター・立駐） ジャパンエレベーターサービス㈱ 

エスカレーター保守点検 ジャパンエレベーターサービス㈱ 

消防設備点検（総合・機器点検） オクトエンジニアリング㈱ 

防火対象物定期点検 オクトエンジニアリング㈱ 

直流電源装置点検 ㈱北海道ジーエス・ユアササービス 

非常用発電機点検 ㈱札新機器サービス 

駐車場管制設備保守点検 ㈱カズサッポロ 

構内交換機設備保守点検 北第百通信電気㈱ 

弱電設備保守点検 ㈱シーエーブイ 

会議室表示設備保守点検 東芝ＥＩコントロールシステム㈱ 

定期清掃業務 ㈱拓研 
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定期清掃業務 ㈱テックサプライ 

フィルター洗浄・定期清掃業務 ㈱スリーエスメンテナンス 

事業系一般廃棄物処理業務 一般財団法人札幌市環境事業公社 

事業系産業廃棄物処理業務（発生都度） ㈱イーアンドエム 

外構緑地管理業務 ㈱集楽園 

常駐警備業務 株式会社東洋建物興業 

 

（４）札幌市及び関係機関との連絡調整   

・協議会等の開催結果 

札幌市および指定管理者で構成する「札幌コンベンションセンター運営協議会」にて、

管理業務の状況報告、管理運営水準の維持向上に向け、以下の日程にて開催した。 

開催回 開催日 協議・報告内容 

第１回 6 月 20日 
・誘致/営業 ・主な予約催事 

・修繕実施内容 ・HPリニューアル 

第２回 9 月 17日 
・誘致/営業 ・主な予約催事 

・修繕実施内容 ・LEED認証取得 ・広報関係 

第３回 12 月 24日 
・誘致/営業 ・主な予約催事 

・修繕実施内容 ・LEED認証取得 

第４回 3 月 27日 
・誘致/営業 ・主な予約催事 

・修繕実施内容 ・再エネ地産地消 

＊協議会メンバー：札幌市、㈱コンベンションリンケージ、㈱東洋実業 

・関係機関等の連絡調整の記録 

札幌市をはじめ、各関連機関との連携をさらに強化して取り組み、事業展開を行った。 

 

（５）財務処理状況 

・資金管理の点検記録 

資金管理については、指定管理業務、自主事業ごとに区分経理を実施するとともに

共同事業体の代表団体による会計監査を実施した。また、現金の取扱については、

取扱規定に基づき適正に管理を行った。 

 

（６）苦情対応状況 

・苦情への対応状況報告 

意見の収集方法としては、施設内にアンケートボックスを設置し、要望・苦情に対

応した。またホームページ上に「お客様の声」ボタンを設置し、意見を寄せられた

方へは迅速に対応し、適切な処理を行った。  
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（７）モニタリング・報告・評価    

・セルフモニタリングの実施結果 

利用者に提供されるサービスが、要求水準を達成していることを評価・確認するた

めにセルフモニタリングを実施し、サービスや清掃等のクオリティアップに努めた。

また自主事業においても毎度アンケートを実施し、市民の声を次の企画に参考とす

るようにした。 

 

・利用者アンケートの実施結果 

センターの利用者、来場者に対して、簡潔なアンケートを実施し、サービス向上の

ための客観的な指針のひとつとした。 

５段階の回答を数値換算した平均点は、各項目で目標値 80点を上回ることができた。 

① センターの総合的な印象について   91.7点 

② スタッフの対応について         91.1点 

③ サービスの提供について          91.3点 

④ センターの清掃状態について         93.5点 

     （回答件数 441 件）  

≪意見・感想等≫ 

・素晴らしい施設と、スタッフの方の親身な対応に感謝いたします。また継続して利用し

ていきたいです！今後もよろしくお願いいたします。 

・いつも利用させていただいております。札幌市内でこの価格は安価であり施設全体とて

も居心地が良く快適に使用することが出来ておりますので今後も継続利用させていた

だきたいと存じます。 

・殆どがワンフロアで完結出来て良い。展示会場も十分な広さがあって良い。 
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３ 施設・設備等の維持管理に関する業務の実施内容 

 

（1）維持管理業務 
各業務は適切に行い、実施記録は台帳にて管理した。 

① 清掃業務の実施報告  

≪清掃主任の選任及び教育≫ 

業務を総括する清掃主任、日常及び定期清掃の担当者をそれぞれ選任した。清掃員へ

の教育は、計画的なカリキュラムに基づき実施した。 

≪実施状況≫ 

ア 日常清掃 

・休館日を除く毎日実施。 

イ 定期清掃（床洗浄・ビニル床ワックス塗布・カーペット洗浄） 

・年 1～4回実施 

ウ 特別清掃（ガラス・照明器具他清掃） 

・年 1～4回実施 

  

② 警備業務の実施報告 

≪実施体制≫ 

24時間 常駐 

 

≪実施業務≫ 

ア 外周巡回業務（駐車場含む） 

イ 内周巡回業務 

ウ 受付業務（出入管理） 

エ 機械警備業務（ローカルシステム） 

オ 駐車場管理業務 

 

③ 建築設備運転及び点検保守業務 

≪実施体制≫ 

ア 夏期間（6月～11月） 

・早番／遅番 

イ 冬期間（12月～4月） 

・早番／遅番／夜勤 

  ※配置時間は施設の利用状況により、フレキシブルに対応した。 

 

≪資格者の選任及び配置≫ 

ア 電気主任技術者を選任し、本施設に常駐。 

イ 建築物環境衛生管理技術者を選任。（非常駐）   
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≪実施業務≫ 

ア 設備運転保守（電気・空調他） 

イ 定期保守点検 

ウ 環境衛生業務 

エ その他  

 

④ 破損、故障等の概略 

ア 営繕実施済み備品等 

・大ホール椅子（ジョイント部）、大ホール机（キャスター等）、会議棟机（脚

部）等、移動ステージ（固定用ロックピン等）等 

イ 営繕実施予定の故障備品 

・サインスタンド、大ホール椅子、大ホール机、会議棟机、展示パネル等 

         

⑤ 修繕業務実施記録 

計画修繕および緊急修繕を行った際には、台帳に記録し管理した。 

ファシリティマネジメントの観点から予防保全実施項目を札幌市と協議、施設の経

年劣化を最小化、施設の長寿命化を図った。 

本年度は、大ホール・特別会議場屋根金属部補修、真空遮断器更新、立体駐車場ス

ロープ部排水Ｕ字溝改修、電力量計交換、エレベーター基盤交換などを実施した。 

 

⑥ 備品、点検の記録 

貸出備品等の状況を把握するため、6月及び 12月の 2回総点検を実施し、備品台帳

に記録した。 

 

⑦ 駐車場管理月報 

年間通しておおむね例年通りの駐車場利用実績があった。またこれらの利用実績は

台帳にて管理を行った。 
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(2) 防災業務 

 ・防災業務の実施結果報告 

 消防法の規定に基づき、消防用設備等の点検を実施した。 

 不具合箇所については改善工事を速やかに実施した。 

 

・防災訓練及び職員への研修結果 

 年 2回、火災等を想定した自衛消防訓練を行い、職員の防災意識を高めた。 

 

・基幹避難所の役割強化 

✧ 避難所開設時の備蓄品保管場所や手順の改善を行った。 

✧ 札幌市からの備蓄品に加えて、ミネラルウォーター等、センターの備蓄品も

より充実させた。 

✧ 災害時対応の自動販売機を引き続き設置した。 

✧ 継続的に非常時の対応強化に取り組み、マニュアル整備を継続した。 
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４ 事業の計画及び実施に関する業務の実施内容 

 

（１） コンベンション誘致・営業に関する業務実施報告    
 

・ 誘致営業活動は、札幌市、札幌国際プラザ・札幌コンベンションビューロー等各関

係機関と協力した。 

・ 国際会議営業については、ビッドペーパー作成のサポートを行い、積極的な誘致活

動をした。 

・ 政府系国際会議についても、国内開催情報の収集を積極的に行った。 

・ 代表団体東京本社内にある東京オフィスや会議運営部門によるピンポイント営業お

よびフォローアップを行い、誘致件数を伸ばした。 

・ HPリニューアルを行い、HP上での情報発信を強化した。 

・ 遠隔地にいる主催者が施設内の様子を簡単に見れるように、3Dバーチャルツアー

を新たに導入した。 

 

（２）主催者等へのサービス提供業務実施報告   

 

・ 館内情報コーナーの内容を充実させるため、情報収集に努めた。また市内他施設の

情報も充実させた。 

・ 札幌観光協会等と連携し、観光情報コーナーに案内冊子を配架するなどして、積極

的に情報提供づくりを行った。 

・ 主催者の利便性を高くするため、ワンストップサービスの提供を行なった。 

（各種手配業務のサポート、運営スタッフの手配等） 

・ 引き続き、社会貢献活動につながる自販機の設置を行った。 

・ 敷地内禁煙の周知を積極的に行い、路上喫煙防止等への対処も行った。 

・ 引き続き、Wi-Fi を無料で利用できる環境を提供した。 
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５ 施設の利用等に関する業務 

 

（１） 貸館業務実施報告 

・各室の貸出については、条例や条例施行規則、事務取扱要領に基づき、平等利用を確

保しながら柔軟に貸館業務を行った。 

・設立当初から継続利用いただいているリピーターの対応も滞りなく進めた。 

・仮予約物件の整理を日常的に行い、利用成立率 UPを行った。 

 

（２） 利用促進実施報告 

・また催事内容を見て特別会議場での開催が適する場合は、特別会議場を利用いただ

けるよう努めた。 

・施設の経年劣化の対策として、予防保全を行った。また貸出備品の営繕、備品の新

調等協議をしながら行い、利用者の不便を軽減させることが出来た。 

・主催者および利用者の利便性を向上させるため、スクリーン・液晶ディスプレイ、

LED照明の増設の整備を行った。 

 

６ 札幌市内の企業等の活用   

＜市内企業の活用状況報告＞ 

・委託業務、印刷制作物、施工等、主に市内の企業と取引し発注を行った。 

・市内のマスコミ企業や文化施設とのネットワークを強固に事業展開した。 
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自主事業実施報告 

 

１．自主開催（共催、後援、協力含む） 

 日程 名称 参加人数 形態 

1 2025年 6月 14日（土） 白石区ふるさとまつり 16,000 名 共催 

2 2025年 7月 30日(水) 
第 34回光子電子原子衝突国際会議市民公

開講座 

100 人 共催 

3 2025年 8月 21日(木) 
第 22 回 国際集団精神療法・集団過程学

会市民公開講座 

100 人 共催 

4 
2026年 1月 16日（土）

～17 日（日） 
ジュニア・プログラミング・ワールド 2026 

4,500 名 共催 

5 2026年 3月 14日（土） こども仕事体験フェスタ in 札幌 300 名 共催 

 

２．飲食物販 

（１）レストラン事業 

札幌グランドホテルを委託先として事業を実施した。 

（２）自動販売機事業  

災害時対応型、省エネ対応型、社会貢献型（ピンクリボン、白石区ふるさと会寄付）、

バリアフリー型、犯罪被害者支援型の設置を行った。 

 

３．手数料収入 

弁当発注、ケータリングサービス等を行った。利用者にとって使いやすい環境を提

供するために、今後も積極的にご案内する。 



様式３－１

（2026年3月末現在）

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
（営業日数） 30 27 30 31 24 29 28 30 26 28 28 31 342 目標稼働率

（昨年度） 0 0 21 31 27 30 30 30 27 28 28 31 283

ｼｱﾀｰ 2,500 稼働率 80.0% 92.6% 96.4% 90.3% 70.8% 88.9% 92.9% 80.0% 66.7% 64.3% 71.4% 69.2% 80.7% 80.0%

ｽｸｰﾙ 1,200 （利用日数） 24 25 27 28 17 24 26 24 16 18 20 18 267

稼働率 0.0% 0.0% 90.5% 80.6% 80.6% 83.3% 93.3% 76.7% 100.0% 0.0% 53.6% 85.7% 82.4%

（利用日数） 0 0 19 25 25 25 28 23 8 0 15 24 192
（昨年比） 80.0% 92.6% 6.0% 9.7% -9.8% 5.6% -0.5% 3.3% -33.3% 64.3% 17.9% -16.5% -1.7%

ｼｱﾀｰ 700 稼働率 40.0% 38.5% 43.3% 64.5% 66.7% 62.1% 53.6% 72.4% 50.0% 32.1% 28.6% 19.4% 47.4% 60.0%

ｽｸｰﾙ 400 （利用日数） 12 10 13 20 16 18 15 21 13 9 8 6 161

稼働率 0.0% 0.0% 52.4% 29.0% 71.0% 50.0% 76.7% 46.7% 55.6% 17.9% 32.1% 54.8% 48.8%

（利用日数） 0 0 11 9 22 15 23 14 15 5 9 17 207
（昨年比） 40.0% 38.5% -9.0% 35.5% -4.3% 12.1% -23.1% 25.7% -5.6% 14.3% -3.6% -35.5% -1.4%

ｼｱﾀｰ 600 稼働率 60.0% 50.0% 60.0% 83.9% 70.8% 82.8% 53.6% 100.0% 53.8% 35.7% 57.1% 45.2% 62.9% 60.0%

ｽｸｰﾙ 400 （利用日数） 18 13 18 26 17 24 15 29 14 10 16 14 214

稼働率 0.0% 0.0% 95.2% 74.2% 90.3% 73.3% 86.7% 76.7% 74.1% 60.0% 40.0% 64.5% 72.1%

（利用日数） 0 0 20 23 28 22 26 23 20 12 10 20 204
（昨年比） 60.0% 50.0% -35.2% 9.7% -19.5% 9.4% -33.1% 23.3% -20.2% -24.3% 17.1% -19.4% -9.1%

稼働率 46.7% 50.0% 56.7% 71.0% 62.5% 41.4% 53.6% 69.0% 23.1% 10.7% 28.6% 32.3% 45.6% 60.0%

（利用日数） 14 13 17 22 15 12 15 20 6 3 8 10 155

稼働率 0.0% 0.0% 81.0% 51.6% 77.4% 80.0% 83.3% 76.7% 48.1% 0.0% 39.3% 48.4% 59.4%

（利用日数） 0 0 17 16 24 24 25 23 13 0 11 15 168
（昨年比） 46.7% 50.0% -24.3% 19.4% -14.9% -38.6% -29.8% -7.7% -25.1% 10.7% -10.7% -16.1% -13.8%

ｼｱﾀｰ ～320 稼働率 90.0% 100.0% 96.7% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 73.1% 85.7% 89.3% 83.9% 93.3% 60.0%

ｽｸｰﾙ ～200 （利用日数） 27 27 29 31 24 29 28 30 19 24 25 26 319

稼働率 0.0% 0.0% 100.0% 96.8% 96.8% 93.3% 93.3% 90.0% 81.5% 60.7% 85.7% 51.6% 85.9%

（利用日数） 0 0 21 30 30 28 28 27 22 17 24 16 243

（昨年比） 90.0% 100.0% -3.3% 3.2% 3.2% 6.7% 6.7% 10.0% -8.4% 25.0% 3.6% 32.3% 7.4%

全体稼働率 63.3% 66.2% 70.6% 81.9% 74.2% 75.0% 70.7% 84.3% 53.3% 45.7% 55.0% 50.0% 66.0%

来館人数 24,505 22,079 30,467 31,407 17,473 34,040 29,553 37,393 12,953 16,242 11,161 12,475 279,748

会議室
〔15室〕

（21～283）

備          考

会議室群

特別
（692）

中ホール
（564）

小ホール
（240）

（昨年度）

ｼｱﾀｰ

※　会議室の利用日数は各室の利用日数の平均日数を整数部分で表示しているため，合計日数とは一致しない。
※　設備点検等により、利用不可の日は稼働率計算に含めていない。
　　（大ホール11日間、特別会議場2日間、中ホール2日間、小ホール2日間）

コンベンションセンター報告書 『月別予定稼働率』（日数稼働率）

施設名称
規模

（床面積 ㎡）
収容人数

（人）

稼働率（％）
合　計

大ホール (2,607)

193

（昨年度）

（昨年度）

（昨年度）

（昨年度）



様式３－２

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

33 34 49 54 59 42 51 36 53 55 55 64 585

40 50 20 41 38 30 29 38 56 45 68 105 560

コンベンションセンター報告書　『月別使用承認件数』

月別使用承認件数
合　計

（2026年3月末現在）

承認件数

備          考

※実際の利用日に係らず、当該月に承認した件数を記載すること。

（昨年比）



様式３－３

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

37,072,160 32,176,513 54,347,478 188,959,125 39,917,925 67,904,725 82,272,167 71,068,773 32,666,223 15,464,226 25,334,427 24,782,638 671,966,380

0 0 45,870,000 49,410,000 24,240,000 57,630,000 125,500,000 55,870,000 33,920,000 8,760,000 21,370,000 40,160,000 462,730,000

37,072,160 32,176,513 8,477,478 139,549,125 15,677,925 10,274,725 △ 43,227,833 15,198,773 △ 1,253,777 6,704,226 3,964,427 △ 15,377,362 209,236,380

3,416,400 3,005,090 4,256,400 1,953,500 2,432,550 3,157,100 2,222,950 3,335,900 1,195,250 1,548,500 1,367,300 2,531,800 30,422,740

0 0 2,230,000 2,250,000 1,380,000 1,830,000 2,480,000 1,850,000 890,000 1,120,000 1,200,000 1,770,000 17,000,000

3,416,400 3,005,090 2,026,400 △ 296,500 1,052,550 1,327,100 △ 257,050 1,485,900 305,250 428,500 167,300 761,800 13,422,740

40,488,560 35,181,603 58,603,878 190,912,625 42,350,475 71,061,825 84,495,117 74,404,673 33,861,473 17,012,726 26,701,727 27,314,438 702,389,120

0 0 48,100,000 51,660,000 25,620,000 59,460,000 127,980,000 57,720,000 34,810,000 9,880,000 22,570,000 41,930,000 479,730,000

40,488,560 35,181,603 10,503,878 139,252,625 16,730,475 11,601,825 △ 43,484,883 16,684,673 △ 948,527 7,132,726 4,131,727 △ 14,615,562 222,659,120

コンベンションセンター報告書　『月別利用料金収入』

施設名称
利用収入状況（円）

合　計

（2026年3月末現在）

駐車場料金

備      考

利用料金

（昨年比）

（昨年比）

合　　　計

（昨年比）



予算額 決算額

0 0

311,169,000 268,915,700

240,853,000 397,145,248

37,589,000 52,827,572

0 0

仮受消費税 -53,601,000 -63,853,556

536,010,000 655,034,964

大項目 中項目 小項目 予算額 決算額

人件費 156,634,000 138,128,647

物件費 156,310,000 158,629,674

小計 312,944,000 296,758,321

人件費 0 0

物件費 83,228,000 107,619,368

小計 83,228,000 107,619,368

396,172,000 404,377,689

人件費 8,250,000 7,538,000

物件費 20,771,000 22,551,865

小計 29,021,000 30,089,865

人件費 0 0

物件費 25,233,000 149,116,910

小計 25,233,000 149,116,910

54,254,000 179,206,775

人件費 0 0

物件費 0 0

小計 0 0

人件費 0 0

物件費 0 0

小計 0 0

0 0

札幌市への納付金 60,000,000 60,000,000

利益還元 60,000,000 60,000,000

仮払消費税 -36,867,455 -50,719,802

533,558,545 652,864,662

予算額 決算額

2,451,455 2,170,302

0 0

980,582 868,121

1,470,873 1,302,181

注)

自主事業による利益還元(C)

当期利益(A-B)

項目

受託事業計

支出計(B)

３　収支

受託事業

摘要

4　収支の表の法人税等欄の額が確定していない場合は、予想される税金の額を記載してください。

法人税等(法人税、住民税及び事業税)(D)

当期純利益(A-B-C-D)

2　収入の表は、様式2に基づき作成してください。なお、行が足りない場合は、適宜追加してください。

1　施設において自主事業として実施した、札幌市その他の機関や団体からの受託事業がある場合には、当該
受託事業をその他の自主事業と区分して記載してください。 (様式2以下についても同様です。)

3　支出の表は、様式3に基づき作成してください。

管理費

自主事業計

事業費

様式1　令和7年度札幌コンベンションセンター収支決算書(総括表)

摘要

１　収入

指定管理費

項目

利用料金収入

事業収入（指定管理業務）

事業収入（自主事業）

事業収入(受託事業)

自主事業

管理費

事業費

管理費

摘要

指定管理業務

収入計(A)

事業費

指定管理業務計

２　支出



様式2　令和7年度札幌コンベンションセンター収支決算書(収入)

1.利用料金収入

区分 単位
利用料金

(単価)
利用回数 決算額 備考

午前
午後
夜間
全日
計 87

午前
午後
夜間
全日
計 482

午前
午後
夜間
全日
計 166

午前
午後
夜間
全日
計 292

午前
午後
夜間
全日
計 106

午前
午後
夜間
全日
計 2,278

総計 268,915,700
注)

小ホール

会議室

全館貸切

大ホール

特別会議
場

中ホール

1　行が足りない場合は、適宜追加してください。
2　税込で記載してください。



2.指定管理業務の事業収入、自主事業収入、受託事業収入

項目 決算額 摘要

122,559,210

30,422,740

227,663,898
・外注物（看板･機器ﾚﾝﾀﾙ等）
・ﾚｽﾄﾗﾝ光熱水費、行政財産使用料
・その他（ｺﾋﾟｰ代･ｺﾞﾐ袋代等）

16,499,400 観光庁補助金

397,145,248

0

8,201,935 レストラン販売手数料

3,407,072

41,218,565

52,827,572

0

449,972,820

注)

事業収入計

1　項目毎に、事業単位で記載してください。
2　行が足りない場合は、適宜追加してください。
3　税込で記載してください。
4　自主事業において札幌市その他の機関や団体からの補助金の交付を受けた場合には、摘要欄に補助金の交
付元名、補助事業名、補助率等を簡潔に記載してください。
5　受託事業欄は、様式1(注1)の事業について記載し、摘要欄には委託元名を記載してください。

自主事業

自主催事

レストラン

自販機

手数料

自主事業収入計

受託事業

受託事業収入計

その他

補助金

指定管理業務 事業収入計

事業名

指定管理
業務

備品使用料

駐車料金



管理費 事業費 管理費 事業費 管理費 事業費

給料手当 119,971,700 0 5,805,000 0 0 0

臨時雇賃金 0 0 572,000 0 0 0

福利厚生費 0 0 0 0 0 0

法定福利費 18,156,947 0 1,161,000 0 0 0

人件費計 138,128,647 0 7,538,000 0 0 0

旅費・交通費 70,322 0 0 0 0 0

光熱水費 76,517,786 0 0 0 0 0

通信運搬費 6,436,895 0 0 0 0 0

租税公課 12,458,000 0 0 0 0 0

広告宣伝費 7,604,702 0 0 0 0 0

保険料 128,400 0 0 0 0 0

賃借料・使用料 1,331,077 0 0 0 0 0

リース料 237,600 0 0 0 0 0

修繕費 8,193,680 0 0 0 0 0

消耗品費 1,624,701 0 0 0 0 0

備品費 237,619 0 0 0 0 0

印刷製本費 588,225 0 0 0 0 0

諸謝金 0 0 0 0 0 0

委託費 39,490,454 107,619,368 0 149,116,910 0 0

支払手数料 26,565 0 0 0 0 0

行政財産の目的外使用料 0 0 22,551,865 0 0 0

一般管理費 3,468,888 0 0 0 0 0

その他経費 214,760 0 0 0 0 0

物件費計 158,629,674 107,619,368 22,551,865 149,116,910

296,758,321 107,619,368 30,089,865 149,116,910

人件費

物件費

様式3　令和7年度札幌コンベンションセンター収支決算書（支出）

指定管理業務 自主事業 受託事業
科目項目

支出計
注)

5　自主事業、受託事業において事業数が複数の場合、各事業の合計額を記載してください。

1　行が足りない場合は、適宜追加してください。
2　税込で記載してください。
3　管理費、事業費を区分する際の考え方は次のとおりとします。

・管理費：施設における事業を管理するために経常的に要する費用。管理部門の費用など。
・事業費：施設における事業の目的のために直接要する費用で管理費以外のもの。

4　受託事業欄は、様式1(注1)の事業について記載してください。



様式4　令和7年度収支決算書(支出)の内訳(人件費)

1　指定管理業務

管理費 事業費 管理費 事業費 管理費 事業費 管理費 事業費

統括部門 正社員 3 15,033,333 3,006,667

管理部門 正社員 2 7,833,333 1,566,667

パート 2 2,400,000 480,000

営業部門 正社員 1

正社員 3 7,500,000 1,500,000

催事部門 正社員 6 26,400,000 5,280,000

パート 2 1,468,361 293,672

設備部門 維持管理責任者 嘱託職員 1

設備員 契約社員 4 13,165,742 2,149,186

ﾌｧｼﾘﾃｨﾏﾈｼﾞｬｰ 正規職員 1

会場管理 契約社員 3 7,294,508 1,090,272

会場管理 アルバイト 26 8,876,850 60,333

会場管理 正規職員 1

清掃部門 清掃員 契約社員 2 2,390,261 321,777

清掃員 正規社員 1

清掃員 その他 14,062,607

設備部門 臨時業務 正規職員 － 647,752 114,016

臨時業務 正規職員 － 254,760 42,420

臨時業務 正規職員 － 55,773 9,423

臨時業務 正規職員 － 127,872 22,080

臨時業務 正規職員 － 31,620 5,358

臨時業務 正規職員 － 250,752 42,656

臨時業務 正規職員 － 81,120 13,764

計 58 119,971,700 0 0 0 0 0 18,156,947 0

配置部署 配置人数
福利厚生費給料手当 臨時雇賃金

備考雇用形態
法定福利費

職種



2　自主事業

管理費 事業費 管理費 事業費 管理費 事業費 管理費 事業費

管理部門 総務・経理 正社員 1

管理部門 総務・経理 パート 1

催事部門 催事補助 アルバイト 3 572,000

計 5 5,805,000 0 572,000 0 0 0 1,161,000 0
注)

2　職種欄には、館長、部長、課長等の役職名を記入してください。

3　雇用形態については、以下により区分してください。
　・正規職員：当該団体が雇用している労働者で雇用期間の定めのない者のうち、パートタイム労働者などを除いた、いわゆる正社(職)員
　・パート、アルバイト：正社員より１日の所定労働時間が短いか、１週の所定労働日数が少ない労働者で、雇用期間が１か月を超えるか、又は定めがない職員
　・契約職員：特定職種に従事し、雇用期間を定めて契約する職員(「パート、アルバイト」に属する職員を除く)
　・嘱託職員：団体の定年退職者等を一定期間再雇用する目的で契約し、雇用する職

備考(事業名等)

1　行が足りない場合は、適宜追加してください。

6　同一部署において指定管理者業務又は受託事業と人件費を案分している場合には、案分の考え方(比率等)を備考欄に記載してください。
　　 (例：指定管理業務：自主事業=2:1として配分)

5　配置部署における担当事業名を備考欄に記載してください。
4　各管理費・事業費欄において両方の経費に該当する場合には、両方の欄に該当額をそれぞれ記載してください。

配置部署
福利厚生費

職種 雇用形態 配置人数
給料手当 臨時雇賃金 法定福利費



3　受託事業

管理費 事業費 管理費 事業費 管理費 事業費 管理費 事業費

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0
注)

福利厚生費 法定福利費
備考(事業名等)

3　雇用形態については、以下により区分してください。
　・正規職員：当該団体が雇用している労働者で雇用期間の定めのない者のうち、パートタイム労働者などを除いた、いわゆる正社(職)員
　・パート、アルバイト：正社員より１日の所定労働時間が短いか、１週の所定労働日数が少ない労働者で、雇用期間が１か月を超えるか、又は定めがない職員
　・契約職員：特定職種に従事し、雇用期間を定めて契約する職員(「パート、アルバイト」に属する職員を除く)
　・嘱託職員：団体の定年退職者等を一定期間再雇用する目的で契約し、雇用する職

配置部署 職種 雇用形態 配置人数
給料手当 臨時雇賃金

1　行が足りない場合は、適宜追加してください。
2　職種欄には、館長、部長、課長等の役職名を記入してください。



様式5　令和7年度収支決算書(支出)の内訳(物件費)

管理費 事業費

旅費・交通費 70,322 0

光熱水費 76,517,786 0

通信運搬費 6,436,895 0 電話代・インターネット使用料・Wi-Fi運用費等

租税公課 12,458,000 0 事業所税等

広告宣伝費 7,604,702 0

保険料 128,400 0 賠償責任保険保険料、サイバーリスク保険料

賃借料 1,331,077 0

リース料 237,600 0

修繕費 8,193,680 0

消耗品費 1,624,701 0

備品費 237,619 0

印刷製本費 588,225 0

諸謝金 0 0

委託費 39,490,454 107,619,368
設備保守点検委託費、舞台技術業務委託費、外注物
委託費用

支払手数料 26,565 0

一般管理費 3,468,888 0

その他経費 214,760 0 各種年会費等

計 158,629,674 107,619,368

注)

3　摘要欄には各科目の支出の概略を記載してください。

1　指定管理業務

科目
決算額

摘要

1　行が足りない場合は、適宜追加してください。
2　税込で記載してください。



管理費 事業費

旅費・交通費 0 0

光熱水費 0 0

通信運搬費 0 0

租税公課 0 0

広告宣伝費 0 0

保険料 0 0

賃借料 0 0

リース料 0 0

修繕費 0 0

消耗品費 0 0

備品費 0 0

印刷製本費 0 0

諸謝金 0 0

委託費 0 149,116,910 自主催事費用、弁当、ケータリング仕入

支払手数料 0 0

行政財産の目的外
使用料

22,551,865 0

一般管理費 0 0

その他経費 0 0

計 22,551,865 149,116,910

注)

3　摘要欄には各科目の支出の概略を記載してください。

2　自主事業

1　行が足りない場合は、適宜追加してください。
2　税込で記載してください。

科目
決算額

摘要



管理費 事業費

旅費・交通費 0 0

光熱水料費 0 0

通信運搬費 0 0

租税公課 0 0

広告宣伝費 0 0

保険料 0 0

賃借料 0 0

リース料 0 0

修繕費 0 0

消耗品費 0 0

備品費 0 0

印刷製本費 0 0

諸謝金 0 0

委託費 0 0

支払手数料 0 0

行政財産の目的外
使用料

0 0

一般管理費 0 0

その他経費 0 0

計 0 0

注)

3　摘要欄には各科目の支出の概略を記載してください。

1　行が足りない場合は、適宜追加してください。
2　税込で記載してください。

科目 摘要
決算額

3　受託事業



会議

件数 人数

道内 398 110,064

全国 45 45,856

11 27,806

454 183,726

展示会

件数 人数

道内 92 75,974

全国 18 20,048

0 0

110 96,022

利用総数

件数 人数

道内 490 186,038

全国 63 65,904

11 27,806

564 279,748

「海外」の基準

・参加者総数が20名以上で、かつ参加国が日本を含む2カ国以上を占めた国際会議である。

・または、参加者総数が20名以上で、かつ外国人参加者数が10名以上を占めた国内会議である。

・セミナー、シンポジウム等は、上記2つの条件を満たしていれば統計の選定範囲に含める。

令和7年度

1　会議別コンベンション件数

令和7年度

国内

海　　外

合   計

令和7年度

国内

海　　外

合    計

国内

海　　外

合   計

・私企業による企業内会議、大学などの研究機関が行う講義、投資の勧誘を目的とした投資セミナー、
観光客誘致を目的とした観光セミナー、学習を目的とする研修会などは、統計の選定範囲に含めない。



2　　規模別コンベンション件数

３　月別コンベンション件数・利用者数

会議 展示 合計

4月 38 11 49

5月 39 9 48

6月 53 18 71

7月 41 11 52

8月 37 6 43

9月 36 11 47

10月 36 8 44

11月 47 7 54

12月 18 9 27

1月 31 6 37

2月 36 7 43

3月 42 7 49

合計 454 110 564

４　会議分野別コンベンション件数

会議規模（人） 件    数

～25 47

26～50 132

51～100 141

101～200 87

201～500 72

501～1000 41

①政治・経済・法律 6

1001～2500 30

2501～5000 11

5001～ 3

合計 564

件　　　数

分　　　野 件　　数

②科学・技術・自然 13

③医学 22

④産業 343

⑤芸術・文化・教育 46

⑥社会 124

⑦運輸・観光 0

⑧社交・親善 0

⑨宗教 0

⑩スポーツ 10

⑪その他 0

計 564



５　会議種類別コンベンション件数

会議

35

6

363

9

41

0

454

展示会

17

0

9

3

4

10

2

14

43

8

110

564

その他

合　　　計

種　　　　類

種　　　類 件    数

学会

総会・大会

会議・研修

芸術・文化・イベント

試験

件     数

企業説明会

祝　賀　会

その他

合計

エレクトロニクス・電機

総計

ニューメディア・通信・電気

食品

住宅・建設・不動産

自動車・二輪車

衣料・化学・繊維・パルプ・紙

イベント


